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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

生物の二次代謝産物として得られるペプチド系天然物は、一般的な 20 種類の L-アミノ酸で構成される

ペプチドとは異なり、非タンパク質構成アミノ酸を多数含み、多岐に亘る物理化学的特性、生物活性を示

す。このような多様な構成因子からなるペプチド系複雑天然物の 3 次元構造に関する情報を得ることを目

的とした。鎖状、環状構造等の異なる構造的特徴をもつ複数のペプチド系複雑天然物を対象として、予備

的な検討を推進した。 
 
 
 
 
 
 
 


